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小俣の皆さん、

新年あけまして

おめでとうございます

令和5年は、私たちの生活に大きな変化が訪れた年に

なりました。

まだまだ予断を許さない状況ではありますが、あの「コロナウィルス」から解放

された年になったのです。

多くの人々からマスクが外され、人の集まりや大声での笑い声があちこちから

見聞きされるようになりました。

また、市民が心待ちにしていた「神宮奉納花火大会」「おばたまつり」「伊勢大

まつり」など大きなイベントが次々と開催され人々に活気が戻ってまいりました。

小俣まちづくり協議会の活動もそうです。

昨年度初めにコロナ感染状況を気にしながら活動計画を立てたすべての事業

やイベントはおかげさまで多くの皆さん方のご支援・ご協力をいただきましてすべ

て実施することができました。ありがとうございました。

さて、新年を迎えた令和6年は、小俣まちづくり協議会発足15周年を迎えること

となりました。

今までこの協会に関わっていただいた先人の方々が試行錯誤しながら

住みやすいまち小俣・住んでみたいまち小俣・安心・安全なまち小俣

をテーマに築き上げたものを礎にしっかりと守りながら次のステップ

小俣をひとつに

に向かって前進してまいりたいと考えております。

幸い、小俣まちづくりに若い人たちが立ち上がってくれ、新しい風を吹き込んで

くれております。

小俣魂が込められたおばたまつりが、本年度から本協

会の夢Town Project委員会が企画･運営し、更に15周年記念特別

イベントとして

小俣はひとつ！!

町民体育祭

も計画しております。

令和6年は皆さんの力をお借りして、

小俣のまちを元気に盛り上げていきましょう。



まちづくり協議会から推しの講座紹介

認知症サポーター養成講座

認知症になっても前向きな気持ちになれる

方法や対応する方法を教えていただきます。 令和６年１月２８日(日)

多くの方に参加いただき、認知症に対して 小俣町図書館２Ｆホール

やさしい地域をめざしていた 申し込みは

だけたらと思います。 伊勢市西地域包括支援センター

☎ 0596-20-5055

講師：山口晴保先生

(群馬大学名誉教授)

１２月２日の中日新聞「くらしの作文」に「この街が好き」というタイトルで、市役所での担当者の親

切な対応に感動したご自身の体験について投稿された方(伊勢市在住)がみえました。

役所での事務手続きは、よく「たらい回し」にされるとの悪評も耳にすることもありますが、わが街

(伊勢市)は満更でもないのでは。

11月初めに夫が亡くなり、市役所で様々な手続きを行いました。

国民保険の変更や国民年金の手続きをする際、役所の担当者はと

ても優しく丁寧に手続きの方法を親切に教えてくれた上、他の窓口

への案内もしてくれました。

この結果、2時間以上かからずに手続きを終えることができました。

市役所の担当者の親切さに感激し、自分の住む街をますます好き

になりました。

夫の死や将来への不安に落ち込んでいましたが、役所の対応によ

り気持ちが明るくなりました。今後もこの街で頑張っていこうと思い

ます。

編 コロナ明け(?)の令和６年のスタートです。一年の計は元旦にあり、皆さまいかがでしょうか

集 ▼私たちの生活環境、政局、世界平和等なかなか先が見えてこない気がしますが、希望を持

後 って、毎日コツコツ小さなことから始めましょう▼今冬のインフルエンザ感染はあなどれま

記 せん。うがい、手洗い、マスク着用▼「あいさつ運動」、スローガンだけでなく実践しましょう

小俣まちづくり協議会
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